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は
じ
め
に

 
「
家
号
」
ま
た
「
家
号
語
彙
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
日
の
多
く
の
人
々
に

は
耳
慣
れ
な
い
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
か
。
家
号
に
は
、
そ
の
命
名
者
に
注
目
す
る

時
に
は
二
種
が
認
め
ら
れ
る
が
、
地
域
社
会
内
で
通
用
し
て
き
た
家
の
呼
び
名

と
ひ
と
ま
ず
規
定
し
て
お
く
。
一
社
会
の
家
号
語
彙
は
そ
の
社
会
を
形
成
し
て

い
る
家
々
の
家
号
の
総
体
で
あ
る
。
本
稿
で
は
は
じ
め
に
家
号
を
と
り
あ
げ
て

そ
の
歴
史
を
見
、
命
名
・
造
語
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
に
諸
社
会
、
諸
地
域

の
家
号
語
彙
を
比
較
し
て
そ
の
社
会
差
・
地
域
差
を
見
る
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
社
会
の
中
で
家
号
が
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
運
用
さ
れ
て
き
た
か
に
つ

い
て
述
べ
る
。

 
こ
れ
ま
で
、
黒
地
の
家
号
語
彙
の
研
究
・
報
告
は
一
九
七
五
年
以
来
、
注
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
げ
た
よ
う
に
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
屋
号
語
彙
研
究
ノ
ー
ト
」
「
家
号
研

 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

究
の
心
理
学
的
見
地
」
「
家
号
語
彙
の
研
究
-
研
究
の
体
系
的
推
進
を
目
指
し

 
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
一
」
「
家
号
考
」
な
ど
も
書
い
て
き
た
が
、
こ
の
稿
で
家
号
語
彙
研
究
の
構

想
を
整
理
し
て
み
る
。
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
簡
潔
な
記
述

を
心
が
け
た
い
。

 
 
 
一
、
家
号
の
研
究

1
、
家
号

 
家
号
は
”
家
”
に
名
付
け
ら
れ
た
名
で
あ
る
。
そ
の
”
家
”
と
は
、
祖
先
か

ら
継
承
し
て
き
て
、
家
長
を
中
心
と
す
る
家
族
（
使
用
人
が
い
る
場
合
は
使
用

人
も
含
む
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
生
活
体
で
あ
る
。
そ
し
て
家
族
は
集

落
内
の
あ
る
場
所
の
、
あ
る
家
屋
に
定
住
し
、
そ
の
所
属
す
る
社
会
の
一
単
位

と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
以
下
に
家
と
言
う
時
に
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
今
日

で
鳳
あ
る
家
を
話
題
に
の
ぼ
せ
る
時
に
は
、
一
般
に
姓
に
「
の
内
」
「
の
家
」
「
ト

コ
（
所
）
」
「
ガ
タ
（
方
）
」
な
ど
を
添
え
て
言
う
。
地
域
社
会
内
で
は
戸
主
の
名

に
こ
れ
ら
の
接
尾
辞
を
添
え
て
言
う
地
方
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
方
に
、
地
域

社
会
内
の
家
々
を
家
号
で
話
題
に
の
ぼ
せ
て
い
る
地
方
も
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
こ
の
「
家
号
」
と
い
う
語
は
い
わ
ば
共
通
語
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
屋

号
」
と
書
く
こ
と
も
多
い
が
、
今
日
「
屋
号
」
と
い
う
文
字
は
商
家
の
屋
号
ま

た
歌
舞
伎
俳
優
の
屋
号
を
連
想
さ
せ
る
の
で
、
私
は
今
は
「
家
号
」
と
書
く
。

以
前
は
「
屋
号
」
と
書
い
た
。
「
家
事
語
彙
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
文
献
上
に

は
「
屋
号
」
「
家
号
」
の
両
表
記
が
見
え
る
。

 
さ
て
「
ヤ
ゴ
ー
（
家
号
）
」
は
共
通
語
で
あ
る
と
と
も
に
か
な
り
広
い
地
域
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の
地
域
語
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
「
イ
エ
ナ
（
家
名
）
」
と
言
う
地
域
も
あ
る
。

江
戸
時
代
、
商
家
の
い
わ
ゆ
る
屋
号
を
「
家
名
」
と
言
っ
た
例
は
井
原
西
鶴
の

『
日
本
永
代
蔵
』
の
中
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。
当
時
は
共
通
語
で
あ
ろ
う
か
。

『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
に
は
「
屋
号
を
家
名
と
い
う
土
地
は
広
い
」
と
あ
る
。

早
川
孝
太
郎
「
家
名
の
こ
と
」
（
『
民
俗
学
』
三
巻
十
二
号
、
一
九
三
｝
）
に
は
、

三
河
か
ら
信
州
に
か
け
て
エ
ナ
・
エ
ー
ナ
・
エ
・
ナ
と
言
う
と
あ
る
。
一
九
九

七
年
の
今
日
、
山
口
県
下
、
周
防
域
の
諸
地
で
も
「
イ
エ
ナ
」
を
聞
く
が
、
「
ヤ

ゴ
ー
」
に
取
り
替
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
沖
縄
で
は
「
ヤ
ー
ン
ナ
ー
」
（
家
の
名
）

で
あ
る
が
「
八
重
山
の
人
名
及
び
屋
号
」
（
『
宮
良
楽
書
全
集
1
5
』
第
】
書
房
】

九
八
一
）
に
は
「
ヤ
ー
・
ヌ
・
ナ
ー
」
と
あ
る
。

 
一
方
「
カ
ド
ナ
」
（
門
名
）
は
島
根
県
・
山
口
県
・
福
岡
県
・
長
崎
県
の
壱
岐
・

対
馬
な
ど
で
聞
く
が
、
「
カ
ド
ナ
と
は
農
家
集
落
で
言
い
、
ヤ
ゴ
ー
と
は
漁
家

集
落
で
言
う
」
と
区
別
す
る
所
も
あ
る
。
静
岡
県
榛
原
郡
の
御
前
崎
町
、
静
岡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ

市
の
旧
大
川
地
区
、
福
岡
県
宗
像
郡
玄
海
町
地
の
島
な
ど
で
は
、
「
ヤ
ゴ
ー
」

と
も
「
ト
ー
リ
ナ
（
通
り
名
）
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
「
通
り
名
」
と
は
「
近
隣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
な
み
 
 
は
に
う

社
会
内
の
通
称
」
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
富
山
県
砺
波
郡
埴
生
村
埴
生
（
現
在

 
お
や
べ

は
小
矢
部
市
埴
生
）
で
は
「
イ
ミ
ナ
」
（
忌
み
名
）
と
言
っ
た
（
坂
田
美
紀
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
や

氏
の
教
示
に
よ
る
）
。
秋
田
市
新
屋
町
船
場
で
は
「
ア
ザ
ナ
」
（
渾
名
）
と
聞
き
、

萩
市
見
島
で
は
「
シ
コ
ナ
」
（
醜
名
）
と
も
聞
い
た
。
静
岡
県
の
浜
名
郡
新
居

町
や
磐
田
郡
竜
洋
町
掛
塚
な
ど
で
言
う
「
ヒ
コ
ナ
」
は
「
シ
コ
ナ
」
の
音
変
化

語
で
あ
ろ
う
、
あ
だ
な
家
号
を
言
う
名
で
あ
る
。
な
お
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』

に
は
、
熊
本
県
球
磨
郡
神
瀬
村
大
槻
で
「
カ
ブ
ナ
」
（
株
名
）
と
言
い
、
宮
崎

県
臼
杵
郡
椎
葉
村
で
「
コ
ナ
」
（
小
名
）
と
言
っ
た
と
あ
る
。

 
今
日
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
の
う
ち
で
「
ヤ
ゴ
ー
」
は
町
の
商
家
の

家
の
名
を
も
農
漁
村
の
家
の
名
を
も
言
う
が
、
「
イ
エ
ナ
」
以
下
の
名
称
は
ほ

と
ん
ど
村
の
農
家
・
漁
家
の
家
の
名
を
言
う
こ
と
ば
で
あ
る
。

2
、
家
号
の
種
類

 
家
号
に
は
た
と
え
ば
「
ソ
ラ
（
空
）
」
や
「
亀
屋
」
の
よ
う
な
こ
と
ば
家
号

と
「
⑭
」
（
マ
ル
ヤ
マ
）
や
「
天
」
（
カ
ネ
ダ
イ
）
の
よ
う
な
記
号
家
号
と
が

あ
る
。
そ
し
て
こ
と
ば
家
号
に
は
、
集
落
内
の
人
々
が
誰
言
う
と
な
く
言
い
始

め
て
し
ぜ
ん
に
人
々
の
共
感
を
得
、
や
が
て
そ
の
家
の
名
と
し
て
定
着
し
た
名

と
、
そ
の
家
が
み
ず
か
ら
名
乗
り
出
た
名
と
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
を
共
同
命

名
の
家
号
、
後
者
を
名
乗
り
家
号
と
呼
ぶ
。
】
方
、
記
号
家
号
の
命
名
、
す
な

わ
ち
記
号
化
は
そ
の
家
で
行
な
わ
れ
た
。
記
号
家
号
は
名
乗
り
家
号
で
あ
る
。

3
、
家
号
の
歴
史

 
共
同
命
名
家
号
と
名
乗
り
家
号
で
は
、
共
同
命
名
家
号
の
方
が
よ
り
古
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
を
厳
密
に
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
家
を
単
位
と
す
る

集
落
社
会
生
活
が
営
ま
れ
は
じ
め
れ
ば
、
当
然
、
近
隣
の
家
々
を
何
ら
か
の
名

で
呼
ぶ
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
名
は
や
が
て
そ
の
家
の
呼
ば
れ
名

-
共
同
命
名
家
号
1
と
し
て
、
そ
の
社
会
内
に
定
着
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

 
｝
方
、
名
乗
り
家
号
と
思
え
る
も
の
は
、
私
の
目
に
し
て
い
る
範
囲
で
は
、

室
町
前
期
の
公
家
日
記
『
康
富
記
』
（
一
四
〇
一
-
一
四
五
五
）
に
見
え
る
も

の
が
も
っ
と
も
古
い
。
こ
の
書
物
に
奈
良
の
旅
館
の
「
亀
屋
」
の
名
が
見
え
る

こ
と
は
、
す
で
に
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
1
一
八
〇
一
）
が
晩
年
の
著
『
玉
勝

間
』
に
記
し
て
い
る
。
『
康
富
記
』
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
旅
館
の
名
の
「
魚
屋
」

「
鯛
屋
」
「
椿
屋
」
「
太
刀
屋
」
が
見
え
、
酒
屋
の
家
号
の
「
菊
屋
」
も
見
え
て

い
る
。
い
ず
れ
も
一
四
〇
〇
年
代
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ん
が
 
あ
し
や
 
 
 
こ
ん
た
い

 
地
方
文
献
で
は
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
の
金
台
寺
（
時
宗
）
に
蔵
さ
れ
て
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い
る
室
町
期
の
過
去
帳
に
、
家
号
的
、
あ
る
い
は
家
号
か
と
思
え
る
も
の
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
一
般
時
衆
の
戒
名
の
右
肩
に
記
さ
れ
た
「
金
屋
」

「
釜
屋
」
「
桶
屋
」
「
紙
衣
屋
」
「
念
珠
屋
」
「
角
屋
」
「
嶋
屋
」
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
生
前
の
職
業
で
あ
ろ
う
。
が
、
た
と
え
ば
「
釜
屋
 
市
上
童
子
」

（
天
文
十
二
、
一
五
四
三
）
な
ど
は
「
釜
屋
の
子
で
あ
っ
た
市
上
童
子
」
と
読

め
て
「
釜
屋
」
は
家
号
の
よ
う
に
も
受
取
れ
る
。
ま
た
「
角
屋
」
は
住
居
の
位

置
を
言
っ
た
も
の
か
と
思
え
る
が
こ
の
名
は
近
世
以
降
の
家
号
に
も
見
え
る
。

「
島
屋
」
は
明
ら
か
に
家
号
で
あ
る
。

 
ま
た
『
山
口
県
史
中
世
資
料
編
1
』
（
平
成
八
年
、
山
口
県
）
に
収
め
ら
れ

て
い
る
「
山
口
祇
園
会
毎
年
順
勤
人
数
事
」
（
天
正
十
一
年
、
一
五
八
三
）
に

も
家
号
か
と
見
え
る
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
た
る
や
」
「
轡
屋
」
「
鈴

や
」
「
ふ
さ
や
」
「
堂
前
」
な
ど
の
名
が
、
個
人
名
の
上
や
肩
に
、
あ
る
い
は
単

独
で
記
さ
れ
て
い
る
。
（
室
町
期
の
家
号
に
つ
い
て
は
別
稿
で
発
表
の
予
定
で

あ
る
）

 
江
戸
時
代
の
名
乗
り
家
号
に
つ
い
て
は
本
居
宣
長
が
『
玉
勝
間
』
（
寛
政
六

年
～
文
化
九
年
、
一
七
九
四
～
一
八
一
二
）
の
中
で
、
ま
た
松
井
輝
星
が
『
官

山
石
』
（
弘
化
二
年
、
一
八
四
五
）
の
中
で
ふ
れ
て
い
る
。
私
が
福
岡
県
遠
賀

郡
芦
屋
町
の
二
、
三
の
寺
で
拝
見
し
た
過
去
帳
は
江
戸
初
期
以
降
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
も
戒
名
の
下
に
、
住
所
あ
る
い
は
名
乗
り
家
号
と
思
え
る

名
が
記
さ
れ
、
俗
名
が
そ
の
下
に
あ
っ
た
。
政
府
は
明
治
三
年
に
「
自
今
平
民

苗
字
差
許
候
事
」
と
太
政
官
布
告
を
出
し
、
明
治
八
年
に
は
「
自
今
必
苗
字
三

唱
可
申
」
と
再
度
布
告
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
私
の
拝
見
し
た
過
去
帳
で
は
、

明
治
七
年
に
は
苗
字
の
記
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
れ
で
家
号
を
記
し
た
も
の
が
多

く
、
明
治
十
五
年
に
は
姓
と
家
号
を
併
記
し
た
例
が
見
ら
れ
、
明
治
十
六
年
以

家
号
語
彙
研
究
の
構
想

降
は
家
号
の
記
載
は
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
公
的
な
場
面
で
は
家
号
は

消
え
て
い
っ
た
が
、
近
隣
社
会
生
活
の
中
で
は
今
日
も
家
号
の
生
き
て
い
る
所

が
あ
る
。
今
日
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
三
．
地
域
社
会
生
活
の
中
の
家
号
」
で

述
べ
る
。

 
記
号
家
号
の
記
録
さ
れ
て
い
る
早
い
も
の
は
、
私
の
眼
に
し
た
範
囲
で
は
平

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
み

秩
東
作
の
『
東
遊
記
』
（
天
明
四
年
、
一
七
八
四
）
で
あ
る
。
著
者
は
上
ノ
国

（
北
海
道
檜
山
郡
上
ノ
国
町
）
で
船
機
・
あ
ば
板
な
ど
漁
猟
に
使
う
品
に
家
の

印
し
の
あ
る
の
を
見
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
松
浦
武
四
郎
（
弘
）
の
『
蝦
夷

日
誌
』
（
嘉
永
三
年
、
一
八
五
〇
）
に
は
、
弔
と
い
う
漁
家
に
宿
泊
し
た
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
北
海
道
の
カ
カ
リ
澗
村
、
現
在
の
砂
原
町
掛
間
に
宿

泊
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
も
っ
と
も
商
家
で
は
こ
れ
ら
の
家
号
家
号
す
な
わ

ち
記
号
家
号
は
商
標
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
新
北
海
道
史
』

第
二
巻
通
説
一
（
北
海
道
、
一
九
七
〇
）
に
は
、
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）

の
、
松
前
・
江
差
に
店
舗
を
持
つ
商
人
の
姓
名
・
住
地
・
商
標
・
家
号
が
あ

が
っ
て
い
る
が
、
漁
家
で
家
号
と
す
る
も
の
は
こ
こ
で
は
商
標
と
さ
れ
、
「
恵

比
須
屋
」
「
和
泉
屋
」
の
類
を
家
号
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
な
が
わ
ち
ょ
う

 
本
土
域
で
は
、
た
と
え
ば
宮
崎
県
牡
鹿
郡
女
川
町
江
島
で
は
、
平
成
九
年

の
今
日
、
島
の
総
戸
数
ほ
ぼ
六
十
二
戸
の
う
ち
五
十
戸
に
手
印
屋
号
が
あ
っ
て
、

日
常
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
記
号
家
号
は
主
と
し
て
漁
家
ま
た
は

商
家
に
あ
る
が
、
北
海
道
に
も
四
国
の
徳
島
県
に
も
、
農
家
が
記
号
家
号
を
持
っ

て
い
る
状
況
も
あ
る
（
元
木
一
江
・
新
居
理
恵
「
徳
島
県
阿
波
郡
の
屋
号
語
彙
」

『
う
ず
し
お
文
藻
』
第
4
号
、
四
国
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
、
一
九
八
七
年
）
。
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4
、
家
号
命
名
の
諸
相

 
ω
 
命
名
視
点

 
こ
と
ば
家
号
の
命
名
視
点
は
次
の
よ
う
に
見
分
け
ら
れ
る
。

①
人
物
名
を
言
う
家
号

 
こ
れ
の
基
本
的
な
も
の
は
、
「
チ
ュ
ー
ゼ
ム
」
「
チ
ュ
ー
ダ
」
（
忠
左
衛
門
）

の
よ
う
に
初
代
の
名
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
女
性
名
を
言
う
家
号
も

と
き
に
あ
り
（
オ
イ
ト
ヤ
）
、
夫
婦
名
を
合
わ
せ
た
も
の
（
オ
マ
ン
リ
キ
ー
オ

マ
ン
と
力
太
郎
）
、
分
家
戸
主
名
に
本
家
家
号
を
冠
し
た
も
の
（
ツ
ン
チ
ョ
i

l
鶴
屋
・
長
五
郎
）
、
先
祖
名
に
家
屋
の
所
在
場
所
を
冠
し
た
も
の
（
カ
ド
シ

ロ
ー
角
の
四
郎
兵
衛
）
、
家
号
・
姓
と
戸
惑
名
を
合
わ
せ
た
も
の
（
イ
セ
キ
ュ
ー

ー
伊
勢
屋
・
久
兵
衛
）
と
多
い
。
い
ず
れ
も
家
の
成
り
立
ち
を
言
お
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

②
夫
婦
の
姓
を
ふ
ま
え
た
家
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
お
り
 
 
 
ふ
じ
し
げ

 
島
根
県
隠
岐
郡
五
箇
村
郡
の
「
藤
重
」
は
夫
の
姓
の
藤
田
と
妻
の
実
家
の

 
 
お
も
す

姓
の
重
栖
の
一
字
ず
つ
を
取
っ
て
合
わ
せ
た
分
家
家
号
で
あ
る
。

③
本
家
・
分
家
を
言
う
家
号

 
こ
れ
の
内
部
は
④
本
家
・
分
家
を
言
う
普
通
名
詞
の
家
号
化
、
⑤
接
辞
利
用

に
よ
っ
て
本
家
・
分
家
を
示
す
も
の
、
◎
「
枝
」
「
脇
」
な
ど
の
漢
字
の
意
味

を
利
用
し
た
分
家
家
号
、
③
本
家
家
号
を
踏
ま
え
た
分
家
家
号
、
◎
同
名
異
字

の
本
家
分
家
家
号
と
、
多
様
で
あ
る
。
具
体
例
は
「
家
号
語
彙
の
研
究
-
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
体
系
的
推
進
を
目
指
し
て
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

④
家
格
・
家
歴
を
言
う
家
号

 
し
ょ
う
や
 
 
き
み
ん
ど

 
「
庄
屋
」
・
「
肝
煎
り
殿
」
な
ど
は
命
名
さ
れ
た
時
代
の
そ
の
家
の
戸
主
の
役

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ん
じ
ん

職
を
言
っ
た
家
号
で
あ
り
、
「
本
陣
」
は
藩
政
期
に
そ
の
用
を
勤
め
た
家
の
家

号
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
わ
り
の
人
々
の
名
付
け
、
す
な
わ
ち
共
同
命
名
家
号

で
あ
る
。

⑤
所
有
田
畑
名
を
言
う
家
号

 
 
 
 
 
 
 
ひ
つ
み

 
山
口
県
柳
井
市
日
積
で
こ
の
種
の
家
号
を
聞
い
て
い
る
。
長
崎
県
壱
岐
島
勝

本
町
に
も
あ
る
（
杉
村
孝
夫
「
壱
岐
の
屋
号
・
門
名
-
勝
本
町
片
山
鰯
と
郷
ノ

浦
町
渡
良
浦
の
家
塾
語
彙
の
比
較
l
」
『
福
岡
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』

23
@
一
九
八
一
）
。

⑥
居
住
場
所
を
言
う
家
号

 
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
は
そ
の
社
会
の
人
々
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の

地
名
・
地
形
・
位
置
を
言
い
、
あ
る
い
は
目
標
と
な
る
社
寺
・
堂
祠
・
渓
流
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
だ
ば

岩
石
・
樹
木
な
ど
を
言
っ
て
す
な
わ
ち
家
号
と
す
る
。
ま
た
「
札
場
」
（
高
札
場
）

な
ど
と
、
居
住
場
所
の
来
歴
を
言
っ
た
家
号
も
あ
る
。

⑦
家
屋
の
状
況
を
言
う
家
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゅ
う
も
ん
や

 
「
イ
グ
ラ
ヤ
」
（
瓦
ぶ
き
の
家
屋
）
・
「
中
門
屋
」
（
中
門
造
り
の
家
屋
）
な
ど

と
、
家
屋
の
状
況
を
言
う
家
号
も
あ
る
。
住
ん
で
い
る
家
屋
も
、
そ
の
社
会
の

人
々
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

⑧
出
身
地
二
時
期
の
出
先
地
を
言
う
家
号

 
ど
こ
の
出
身
で
あ
る
か
は
、
転
入
し
た
人
に
も
、
ま
た
迎
え
入
れ
た
社
会
の

人
々
に
も
と
も
に
関
心
の
深
い
こ
と
で
、
そ
れ
を
家
号
に
言
っ
た
も
の
は
、
名

乗
り
家
号
に
も
共
同
命
名
の
家
号
に
も
多
い
。
ま
た
た
と
え
ば
一
時
期
下
関
市

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ば
か
ん

に
出
て
い
て
帰
郷
し
た
家
を
「
馬
歯
」
（
赤
間
関
〈
赤
馬
関
〉
下
関
市
）
と
呼

ん
だ
家
号
も
あ
る
。
定
住
が
常
で
あ
り
、
移
動
は
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。⑨

生
業
名
を
言
う
家
号

（180）



 
「
米
屋
」
「
酒
屋
」
「
鍛
冶
屋
」
な
ど
は
諸
社
会
に
共
通
す
る
家
号
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
よ
り

こ
れ
ら
と
と
も
に
「
撚
屋
-
製
糸
業
」
（
神
奈
川
県
津
久
井
郡
津
久
井
町
）
、

む
ら
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
た
ら

「
村
下
屋
ー
ム
ラ
ゲ
の
職
で
あ
っ
た
人
の
家
。
ム
ラ
ゲ
は
踊
輪
製
鉄
で
路
鞘
の

火
加
減
を
見
る
も
っ
と
も
重
要
な
役
」
（
島
根
県
遍
摩
郡
仁
摩
町
宅
野
）
、

と
う
か
い
や

「
渡
海
屋
-
回
漕
業
の
家
。
幕
末
の
頼
母
子
講
帳
に
は
「
東
海
屋
」
と
記
す
L
（
下

関
市
安
岡
）
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
、
命
名
時
の
特
徴
あ
る
生
業
事
情
を

見
せ
る
も
の
が
あ
る
。
全
国
の
家
号
の
上
に
見
え
る
生
業
を
整
理
す
れ
ば
か
な

り
の
数
と
な
り
、
諸
職
一
覧
の
状
況
を
呈
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
農
業
と
漁

業
と
は
家
号
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

⑩
持
ち
船
の
名
を
言
う
家
号

 
回
漕
業
の
家
を
そ
の
所
有
す
る
船
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
漁
家
集
落
で

は
漁
船
の
名
で
そ
の
家
を
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

⑪
願
望
・
理
想
を
言
う
家
号

 
え
び
す

 
「
蛭
子
屋
」
・
「
大
黒
屋
」
な
ど
は
福
神
の
加
護
を
頼
む
心
を
託
し
た
家
号
で

あ
り
、
「
松
屋
」
・
「
亀
屋
」
な
ど
は
千
年
の
松
、
万
年
の
亀
に
あ
や
か
っ
て
家

運
が
末
永
く
栄
え
る
こ
と
を
願
う
心
を
託
し
た
家
号
で
あ
る
。
こ
の
類
の
家
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
 
 
 
 
 
 
 
か
な

は
さ
ま
ざ
ま
に
多
い
。
ま
た
「
金
屋
」
が
「
叶
屋
」
、
「
植
木
屋
」
（
出
身
地
名

 
 
 
 
 
 
ゆ
つ
え
き

の
家
号
）
が
「
有
益
屋
」
の
よ
う
に
好
字
を
借
り
た
家
号
も
あ
る
。
諸
地
に
あ

 
 
じ
ゅ
う
い
ち

る
「
十
一
屋
」
は
、
一
割
の
利
益
を
と
い
う
商
家
の
心
構
え
を
家
号
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
願
望
・
理
想
を
言
う
家
号
は
言
う
ま
で
も
な
く
す
べ
て
名
乗
り

家
号
で
あ
る
。

⑪
あ
だ
な
家
号

 
命
名
時
の
戸
主
の
あ
だ
な
が
そ
の
ま
ま
家
号
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
東
北

地
方
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
諸
地
に
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
呼
ば
れ

家
号
語
彙
研
究
の
構
想

名
、
す
な
わ
ち
共
同
命
名
の
家
号
の
中
に
あ
る
。
純
農
村
で
は
ま
ず
聞
け
ず
、

漁
業
社
会
や
商
業
社
会
で
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
家
号
の
命
名
・
造
語
が
小
社
会

の
人
々
の
一
つ
の
楽
し
み
で
あ
り
、
同
時
に
な
ん
ら
か
の
規
制
力
を
持
っ
て
い

た
か
と
推
察
さ
れ
る
。

 
以
上
、
こ
と
ば
家
号
の
命
名
視
点
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
命
名
事
情
を
見
て
き

た
が
、
記
号
家
号
の
造
形
事
情
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
北
海
道
茅
部
郡

 
 
 
 
 
 
 
け
ん
に
ち

南
茅
部
町
尾
札
興
業
日
の
一
〇
一
家
号
で
そ
の
状
況
を
見
る
と
、
そ
の
造
型

は
、
1
。
一
家
繁
栄
の
願
望
の
記
号
化
、
2
．
本
家
家
号
の
継
承
と
展
開
、
3
。

夫
の
本
家
家
号
と
妻
の
実
家
の
家
号
の
合
成
、
4
．
戸
主
の
名
ま
た
は
姓
に
あ

や
か
っ
た
家
号
 
の
よ
う
に
整
理
で
き
て
、
、
こ
と
ば
家
号
の
命
名
視
点
に
か

な
り
近
い
。
も
っ
と
も
記
号
家
号
に
は
生
業
を
言
う
も
の
、
居
住
場
所
を
言
う

も
の
な
ど
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
記
号
化
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
々

は
そ
れ
ら
の
記
号
化
の
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
倒
命
名
の
改
変

 
先
に
家
号
の
種
類
で
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
共
同
命
名
家
号
の
場
合
、
そ
の

命
名
は
言
う
ま
で
も
な
く
自
然
発
生
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
誰
言
う
と
な
く
言
い

は
じ
め
、
そ
の
小
社
会
の
人
々
の
共
感
、
賛
成
の
意
向
に
よ
っ
て
定
着
す
る
。

一
方
、
名
乗
り
家
号
の
場
合
は
一
家
創
立
を
祝
う
席
で
親
戚
の
主
だ
っ
た
人
に

命
名
し
て
も
ら
い
、
集
落
の
人
々
に
披
露
す
る
と
い
っ
た
形
を
と
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
商
家
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
暖
簾
分
け
で
主
家
の
家
号
を
そ
の
ま
ま
名

乗
る
こ
と
も
あ
る
。
記
号
家
号
は
そ
の
家
の
創
作
で
あ
る
。
た
と
え
ば
北
海
道

か
や
べ
 
 
 
 
 
 
 
お
さ
つ
ぺ
け
ん
に
ち

茅
部
郡
南
茅
部
町
尾
札
部
見
日
で
は
、
一
家
創
立
時
戸
主
が
み
ず
か
ら
作
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
本
家
が
家
号
を
作
っ
て
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
寺
の
住
職
や
漁
業
組
合
に
命
名
を
依
頼
し
た
例
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
っ

（181）



た
。 

と
こ
ろ
で
家
号
の
改
変
に
は
集
落
の
人
々
の
意
向
が
大
き
く
か
か
わ
る
。
た

と
え
ば
島
根
県
遍
摩
郡
仁
摩
町
宅
野
の
「
川
吉
屋
」
と
い
う
家
号
は
有
線
の
電

話
簿
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
集
落
の
人
々
は
「
桶
屋
」
と
呼
ん
で
話
題
に

の
ぼ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
「
桶
屋
」
は
こ
の
家
の
古
く
か
ら
の
共
同
命
名
家
号

で
あ
る
。
重
代
か
前
の
人
が
桶
屋
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
集
落
内
の
人
々

が
そ
の
必
要
を
感
じ
な
い
か
ぎ
り
、
新
し
い
名
に
は
移
っ
て
い
き
に
く
い
。

 
倒
 
家
号
の
上
に
見
ら
れ
る
日
本
人
の
家
意
識
'

 
家
号
の
諸
相
は
、
そ
の
命
名
も
使
用
も
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
た
時
代
の
日

本
人
の
家
意
識
、
そ
し
て
家
の
実
態
を
見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
家
は
祖
先
か

ら
継
承
し
、
家
長
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
て
い
る
生
活
体
で
あ
る
。
先
祖
の
名
、

家
長
の
名
が
家
号
の
上
に
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
継
承
の
過
程
に
お
い
て

は
当
然
本
家
・
分
家
、
の
関
係
が
生
じ
、
そ
の
関
係
も
重
視
さ
れ
る
。
ま
た
生
活

体
と
し
て
の
家
は
一
定
の
場
所
と
家
屋
と
生
業
を
有
し
て
地
域
共
同
体
を
形
成

し
て
い
る
。
そ
し
て
個
々
の
家
は
そ
れ
ぞ
れ
家
の
理
想
あ
る
い
は
願
望
の
下
に

運
営
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
そ
の
地
域
社
会
の
人
々
の
批
判
の
対
象
と
も
な
る
。

家
に
対
す
る
批
判
は
家
長
そ
の
人
に
向
け
ら
れ
る
。
家
号
の
上
に
は
こ
の
よ
う

な
”
家
”
像
、
”
家
”
意
識
が
見
え
て
い
る
。

5
、
造
語
法

 
ω
 
他
分
野
の
固
有
名
詞
の
転
用

 
人
名
、
地
点
名
、
ま
た
船
名
が
そ
の
ま
ま
家
号
と
な
る
状
況
は
「
4
、
家
号

命
令
の
諸
相
」
に
見
え
て
い
る
。
「
そ
の
名
の
人
の
家
」
「
そ
の
名
の
場
所
に
あ

る
家
」
「
そ
の
名
の
船
を
所
有
し
て
い
る
家
」
の
「
家
」
を
内
在
さ
せ
た
造
語

で
あ
る
。
人
名
転
用
の
も
の
に
は
敬
称
接
尾
辞
の
「
サ
マ
・
サ
ー
・
マ
」
（
様
）
、

愛
称
接
尾
辞
の
「
チ
ャ
」
（
ち
ゃ
ん
）
を
添
え
た
家
号
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
共

同
命
名
家
号
で
あ
る
。

 
図
 
一
般
名
詞
の
転
用

 
本
家
・
分
家
称
、
家
格
・
家
歴
を
言
う
語
、
地
形
語
、
方
位
語
、
位
置
語
、

家
屋
用
語
、
、
岩
石
名
、
植
物
名
、
生
業
名
な
ど
、
広
い
分
野
の
一
般
名
詞
が

そ
の
ま
ま
家
号
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
命
名
視
点
の
項
で
見
て
き
た
と

お
り
で
あ
る
。

 
㈲
接
辞
の
利
用

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

 
家
号
で
あ
る
こ
と
を
示
す
接
尾
辞
に
「
屋
」
が
あ
る
。
「
家
」
は
「
オ
ド
エ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 
め
き

サ
 
エ
グ
」
（
音
の
家
へ
行
く
）
（
秋
田
県
川
辺
郡
雄
和
町
女
米
木
）
の
よ
う
に

用
い
る
が
、
家
号
を
聞
く
と
「
オ
ド
」
と
答
え
る
。
た
だ
し
そ
の
一
方
で
「
フ

ン
ジ
エ
」
（
藤
の
家
）
は
家
号
で
あ
る
と
も
言
う
。
「
家
」
は
家
号
接
尾
辞
と
し

て
は
不
安
定
な
よ
う
に
思
え
る
が
、
酒
田
市
新
堀
地
区
の
生
活
誌
『
さ
ざ
な
み
』

（一

續
ｪ
四
）
の
「
家
号
又
は
よ
び
名
」
の
欄
に
「
福
蔵
家
」
「
う
ば
ち
ゃ
家
」

な
ど
も
あ
っ
た
。

 
分
家
表
示
の
接
尾
辞
と
し
て
は
沖
縄
に
σ
q
壽
（
小
）
が
あ
っ
て
「
ク
ミ
シ
グ

ワ
ー
」
（
米
群
小
）
・
「
タ
カ
ラ
ヤ
ー
グ
ワ
ー
」
（
高
良
重
量
）
（
今
帰
仁
村
謝
名
）

の
よ
う
に
言
う
。
「
米
須
」
「
高
良
」
は
姓
で
あ
る
。
真
田
ふ
み
氏
の
『
越
中
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
け
ま
る

箇
山
方
言
語
彙
』
6
（
一
九
七
八
年
）
に
は
「
竹
丸
」
は
竹
中
姓
の
家
の
分
家
、

た
か
ま
る

「
高
丸
」
は
高
野
姓
の
家
の
分
家
と
あ
る
。
「
丸
」
は
分
家
表
示
の
接
尾
辞
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
お
り

あ
ろ
う
か
。
島
根
県
隠
岐
郡
五
箇
村
郡
で
は
「
枝
」
「
岐
」
「
脇
」
「
崎
」
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
え
 
 
 
い
ま
し
ん
や

分
家
表
示
の
接
尾
辞
風
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
今
枝
」
は
「
今
新
屋
」

 
 
 
 
や
す
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
た
わ
き
 
 
 
 
や
わ
た
や

の
分
家
、
「
安
岐
屋
」
は
「
安
部
」
の
分
家
、
「
幡
脇
」
は
「
八
幡
屋
」
の
分
家
、

は
な
さ
き

「
花
崎
」
は
「
花
屋
」
の
分
家
で
あ
る
。
同
じ
島
根
県
の
遍
摩
郡
仁
摩
町
宅
野
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い
ま

で
は
、
た
と
え
ば
「
今
屋
」
の
分
家
に
「
今
野
屋
」
「
今
出
屋
」
「
今
吉
屋
」

が
あ
り
、
「
中
田
屋
」
の
分
家
に
「
中
野
屋
」
「
中
木
屋
」
が
あ
る
。
「
野
」
「
木
」

（
岐
の
意
味
か
）
「
出
」
「
吉
」
な
ど
も
分
家
表
示
の
接
尾
辞
風
で
あ
る
。

 
接
頭
辞
と
し
て
は
「
大
」
「
小
」
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
て
、
た
と
え
ば
、
「
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
お
り

西
」
は
本
家
、
「
小
西
」
は
分
家
で
あ
る
（
隠
岐
郡
五
箇
村
郡
）
。
「
大
」
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 
ソ
ラ

ま
た
位
置
表
示
の
接
頭
辞
で
も
あ
っ
て
「
大
空
」
は
集
落
の
中
の
最
も
高
い

位
置
に
あ
る
家
の
家
号
で
あ
り
、
「
大
西
」
は
集
落
の
最
西
端
の
家
の
家
号
で

あ
る
。

 
働
 
複
合
法
の
利
用

 
「
キ
タ
ロ
ー
エ
モ
チ
」
（
喜
太
郎
と
い
う
家
号
の
家
の
分
家
）
（
酒
田
市
新
堀

字
豊
森
）
、
「
ハ
マ
ジ
ン
ダ
」
（
浜
に
住
居
の
あ
る
甚
左
衛
門
家
）
（
萩
市
見
島
）
、

「
ケ
ヤ
キ
デ
ー
ジ
ン
」
樫
大
尽
-
屋
敷
内
に
大
き
な
樫
の
木
の
あ
る
地
主
の
家
）

（
高
崎
市
長
野
地
区
-
杉
村
孝
夫
氏
の
教
示
に
よ
る
）
の
よ
う
に
自
由
に
複
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
が
し
 
 
ふ
る
や

の
造
語
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
東
の
古
屋
」
（
集
落
の
東
に
住
居
の

あ
る
本
家
）
（
防
府
市
野
島
）
の
よ
う
に
助
詞
「
ノ
」
で
評
語
を
合
わ
せ
た
家

号
も
多
い
。

6
、
家
号
の
上
に
見
ら
れ
る
命
名
造
語
文
化

 
家
号
を
命
名
・
造
語
の
視
点
か
ら
分
析
的
に
見
て
き
た
が
、
こ
れ
を
総
合
的

に
見
れ
ば
、
そ
こ
に
は
庶
民
の
言
語
文
化
の
諸
相
が
見
え
て
い
る
。
共
同
命
名

家
号
は
命
名
も
造
語
も
お
お
む
ね
素
朴
で
あ
る
が
、
そ
の
命
名
の
諸
相
は
し
ぜ

ん
に
人
々
の
家
意
識
を
見
せ
る
。
ま
た
分
家
家
号
や
生
業
家
号
な
ど
に
は
か
な

り
方
言
色
も
見
え
る
。
あ
だ
な
家
号
に
は
お
お
ら
か
な
暎
笑
が
聞
こ
え
、
と
き

に
鋭
い
批
評
心
理
を
見
せ
る
。
一
方
、
名
乗
り
家
号
を
見
る
時
に
は
、
庶
民
の

言
語
文
化
、
漢
語
文
化
の
レ
ベ
ル
が
か
な
り
高
い
こ
ど
を
感
じ
る
。
た
と
え
ば

家
号
語
彙
研
究
の
構
想

 
 
 
 
 
 
こ
お
り
 
 
 
 
 
や
な
き
た

隠
岐
の
五
箇
村
郡
に
は
「
柳
陽
」
と
い
う
家
号
の
家
が
あ
っ
た
（
現
在
は
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
わ
ば
た

い
）
。
こ
の
家
の
本
家
の
姓
は
柳
原
、
家
号
は
「
川
端
」
で
あ
っ
た
。
「
柳
陽
」

と
い
う
家
号
は
本
家
の
北
側
に
居
を
構
…
え
た
こ
と
を
言
う
家
号
で
あ
ろ
う
が
、

「
陽
」
が
「
川
の
北
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
か
な
り
高

度
の
漢
字
知
識
で
あ
る
。
か
り
に
土
地
の
識
者
に
命
名
し
て
も
ら
っ
た
家
号
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
意
味
を
十
分
に
理
解
す
る
だ
け
の
教
養
が
あ
っ
た
と
思
え
る
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
ま
で
の
家
号
一
覧
に
は
見
え
な
い
の
で
そ
れ
以

降
の
命
名
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
じ
ゅ
う
い
ち

 
商
家
の
家
号
の
「
十
一
屋
」
は
江
戸
期
に
は
見
え
て
い
る
家
号
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
候
レ
時
転
レ
物
、
逐
二
重
一
之
利
一
」
（
『
史
記
』
）
を
知
っ
て
い
て
、
商

家
の
心
構
え
を
託
し
た
家
号
で
あ
ろ
う
。
か
り
に
そ
れ
が
寺
小
屋
の
師
匠
な
ど

に
依
頼
し
て
の
命
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
商
家
の
人
々
に
漢
語
理
解
の
素
養

は
十
分
に
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
「
十
一
屋
」
と
い
う
家
号
は
今
日
、
か
な
り
広
く
全
国
に
あ
る
。

私
の
聞
き
得
て
い
る
の
は
群
馬
県
高
崎
市
、
滋
賀
県
の
彦
根
市
・
近
江
八
幡

市
・
高
月
町
・
甲
南
町
、
京
都
市
、
島
根
県
魎
摩
郡
仁
摩
町
仁
万
、
山
口
県
防

府
市
大
道
、
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
の
「
十
一
屋
」
で
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
現

に
そ
の
家
号
で
業
を
営
ん
で
い
る
家
も
あ
り
、
単
に
そ
の
名
が
伝
わ
っ
て
い
る

だ
け
の
家
も
あ
る
。

 
名
乗
り
家
号
の
中
に
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
分
布
状
況
を
見
せ
る
も
の
も
あ

る
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
商
人
の
移
動
や
い
わ
ゆ
る
暖
簾
分
け
に
よ
っ
て
広
が
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
方
に
は
旅
行
な
ど
の
見
聞
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
家

号
を
知
り
、
か
な
り
自
由
に
模
倣
し
た
か
ど
も
推
測
さ
れ
る
。
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二
、
家
号
語
彙
の
研
究

 
諸
社
会
、
諸
地
域
の
家
号
語
彙
を
比
較
し
、
家
号
の
社
会
差
、
地
域
差
を
考

察
す
る
。
「
一
、
家
号
の
研
究
」
に
多
く
の
頁
を
費
や
し
た
の
で
、
以
下
、
簡

略
記
述
に
従
う
。

1
、
諸
社
会
の
家
号
語
彙

 
ω
 
農
業
社
会
の
家
号
語
彙
と
漁
業
社
会
の
家
号
語
彙

 
一
例
と
し
て
下
関
市
安
岡
地
区
の
福
江
町
林
の
家
号
語
彙
と
安
岡
浦
の
家
号

語
彙
を
取
り
上
げ
る
。
両
地
点
の
家
号
に
つ
い
て
は
、
「
イ
ナ
カ
（
田
舎
）
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

門
名
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
屋
号
-
下
関
市
安
岡
地
区
の
ば
あ
い
l
」
で
述
べ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
そ
の
家
号
状
況
を
表
示
し
て
要
点
の
み
を
述
べ
る
。
昭
和
五

十
九
年
（
一
九
八
四
）
現
在
、
林
は
一
二
七
戸
の
農
家
集
落
で
あ
る
が
、
こ
の

中
に
は
戦
後
に
転
入
し
た
非
農
家
の
家
々
も
多
く
、
得
ら
れ
た
家
号
数
は
八
九

で
あ
っ
た
。
一
方
、
安
岡
浦
は
町
中
の
一
区
画
の
漁
家
集
落
で
、
大
浦
と
脇
浦

の
漁
家
は
合
計
一
一
〇
戸
、
こ
こ
で
は
六
三
家
号
を
聞
．
い
て
い
る
。
こ
の
家
号

数
は
当
時
す
で
に
他
出
あ
る
い
は
絶
家
の
家
々
の
家
号
を
も
入
れ
た
数
で
あ

る
。
安
岡
浦
は
藩
政
期
以
来
漁
業
で
栄
え
た
が
、
一
方
、
回
漕
業
の
家
や
商
家
、

諸
職
の
家
々
も
あ
っ
た
の
で
、
単
純
な
漁
家
集
落
で
は
な
い
こ
と
を
お
こ
と
わ

り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
両
地
の
家
号
語
彙
の
内
部
は
次
表
の
よ
う
に
整

理
さ
れ
る
。

 
こ
の
表
の
上
に
は
林
と
安
岡
浦
の
家
号
語
彙
差
が
明
ら
か
で
あ
る
。
農
村
の

林
の
家
号
は
す
べ
て
共
同
命
名
の
も
の
で
あ
っ
て
、
家
号
語
彙
の
内
部
を
見
る

と
、
本
家
・
分
家
を
言
う
家
号
、
家
屋
の
所
在
場
所
を
言
う
家
号
、
家
屋
の
状

況
・
由
来
を
言
う
家
号
の
合
計
が
家
号
総
数
の
お
よ
そ
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
農
村
の
人
々
は
地
域
共
同
体
内
の
家
々
を
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の

福江町林の門名と安岡浦の家号

門名・屋号の実数と比率
旧名・屋号の種類

林  ％ 安岡浦 ％

本家・分家を言うもの

ﾆ屋の所在場所を言うもの

ﾆ屋の状況・由来を言うもの

32  36．0

S4  49．4

S   4．5

3   4．8

S   6．3

Q   3．2

生
業
家
号

生業名を言うもの

D名を言うもの

ﾃ名を言う名乗り家号

7   7．9

O
0

11   11．5

R   4．8

T   7．9

出身地を言うもの 0 10   15．9

人
名
を
主
要
素
と
す
る
家
号

個人各を言うもの

l名に居住場所を冠したもの

l名に生業名を冠したもの

l名に特技を冠したもの

ｺ相撲のしこ名を言うもの

ｩと名の合成家号

v婦・父子の名を合わせたもの

0
0
0
0
0
0
0

1
2
5
2
1
6
6

小    計 23  36．5

あだ名的なもの 1   1．1 0

そ の 他 1   1．1 2   3．2

計 89 63

で
あ
る
。

 
一
方
、
安
岡
浦
の
家
号
で
は
人
名
を
言
う
家
号
が
家
号
総
数
の
三
六
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
多
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
近
畿
以
東
に
多
く
見
ら
れ
る
素
朴

な
祖
先
名
家
号
で
な
い
こ
と
は
、
表
の
上
に
見
え
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ

 
 
 
 
 
あ
じ
と
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
じ
か
め

の
中
に
は
「
鰺
虎
」
（
鰺
の
一
本
釣
り
の
名
人
虎
吉
の
家
）
や
「
梶
亀
」
（
梶

取
り
の
名
手
亀
吉
の
家
）
の
よ
う
に
、
個
人
の
能
力
を
称
賛
し
た
家
号
も
あ
っ
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て
、
農
業
社
会
と
漁
業
社
会
の
家
意
識
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
浦
に
も

 
ほ
ん
や
 
 
ふ
る
や
 
 
い
ん
き
ょ

「
本
屋
」
「
古
屋
」
「
隠
居
」
の
よ
う
に
、
本
家
・
分
家
を
言
う
家
号
も
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
あ
み
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
に
げ
ん

が
、
「
本
屋
」
は
「
網
屋
」
（
網
元
の
家
）
あ
る
い
は
「
国
幣
」
（
国
弘
源
吉
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き
よ
し

家
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
古
屋
」
は
「
崎
吉
」
と
、
そ
の
所
有
す
る

船
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
家
心
理
か
ら
漁
家
心
理
へ
の
推
移
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
つ
や
 
 
 
え
び
や

見
ら
れ
る
。
安
岡
浦
に
は
ま
た
「
松
屋
」
「
海
老
屋
」
な
ど
の
嘉
名
の
名
乗
り

 
 
 
 
 
 
こ
く
ら
 
 
 
ぶ
ん
ご
 
 
 
や
た
ま
 
 
 

う
た

家
号
も
あ
り
、
「
小
倉
屋
」
「
曲
豆
後
屋
」
「
矢
玉
屋
」
「
宇
多
屋
」
な
ど
の
出
身
地

を
言
う
家
号
も
あ
っ
て
商
業
社
会
的
な
一
面
も
見
せ
て
い
る
。

 
図
 
商
業
社
会
の
家
号
語
彙

 
商
業
社
会
の
家
号
語
彙
の
一
例
と
し
て
、
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
（
芦
屋
・

や
ま
が

山
鹿
）
の
家
号
を
取
り
上
げ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。
こ
こ
は
室
町
時

代
に
は
優
れ
た
工
人
た
ち
に
よ
っ
て
茶
釜
や
梵
鐘
の
製
作
さ
れ
た
所
で
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
旅
行
き
商
人
（
肥
前
の
伊
万
里
の
陶
器
を
大
量
に
買
い
取
り
全

国
に
売
り
広
め
た
豪
商
）
八
五
家
の
町
と
し
て
栄
え
た
。
や
が
て
明
治
時
代
に

入
る
と
筑
豊
炭
田
の
石
炭
の
積
み
出
し
港
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
た
が
、
明
治
二

十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
開
通
し
た
鉄
道
は
こ
こ
を
通
ら
な
か
っ
た
。
以
来
、

町
の
石
炭
景
気
は
終
息
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
町
で
は
古
く

か
ら
の
家
号
を
か
か
げ
て
営
業
し
て
い
る
商
家
は
ま
れ
で
あ
る
。
採
録
し
た
二

四
四
家
号
は
、
高
年
者
が
記
憶
し
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
寺
の
過
去
帳
そ
の

他
の
文
献
、
社
寺
に
寄
進
さ
れ
た
灯
籠
な
ど
に
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
名
乗
り
家
号
で
あ
る
。
今
、
命
名
視
点
に
注
目
し
て
そ

れ
ら
を
分
類
し
、
一
、
二
の
具
体
例
を
あ
げ
て
い
く
。

①
生
業
を
言
う
家
号
三
八
家
号

 
「
米
屋
」
「
鍛
冶
屋
」
な
ど
、
諸
社
会
に
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
と
と
も
に

家
号
語
彙
研
究
の
構
想

 
か
け
や

「
掛
屋
」
（
金
融
業
か
）
「
銭
屋
」
（
両
替
屋
）
な
ど
も
あ
る
。
転
業
し
て
も
家

号
は
変
わ
ら
な
い
。

②
船
名
を
言
う
家
号
一
四
家
号

 
「
大
黒
丸
」
な
ど
の
船
名
家
号
を
生
業
家
号
に
準
じ
る
も
の
と
見
る
。
寺
の

過
去
帳
に
船
名
家
号
の
見
え
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
社
寺
に
寄
進
さ
れ
た
灯

籠
な
ど
に
は
「
若
松
屋
大
黒
丸
」
の
よ
う
に
刻
し
て
あ
る
。
船
名
家
号
は
正
称

で
は
な
く
、
通
称
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
旧
国
名
、
市
町
村
名
を
言
う
家
号
四
一
家
号

 
「
小
倉
屋
」
「
津
野
屋
」
な
ど
と
近
隣
の
町
村
名
を
言
う
も
の
は
出
身
地
家
号

で
あ
ろ
う
。
「
大
和
屋
」
「
阿
波
屋
」
「
筑
前
屋
」
な
ど
と
旧
国
名
を
言
う
家
号
、

ま
た
「
江
戸
屋
」
「
堺
屋
」
「
関
屋
」
な
ど
と
都
市
名
を
言
う
家
号
の
中
に
は
、

出
身
地
を
言
う
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
は
商
取
引
先
の
あ
っ
た

国
名
、
都
市
名
で
あ
ろ
う
。

④
「
家
号
土
篭
工
名
」
「
姓
±
只
王
事
」
の
簡
約
家
号
二
八
家
号

 
ま
ん
と
く
 
 
 
よ
ろ
ず
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
ま
つ

 
「
万
徳
」
（
万
屋
徳
右
衛
門
）
、
「
大
松
」
（
大
内
松
吉
）
の
類
は
、
寺
の
過

去
帳
に
は
一
例
を
見
た
だ
け
で
あ
る
。
近
隣
で
の
通
称
で
あ
っ
て
、
正
式
の
家

号
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
家
号
の
上
に
名
を
残
し

て
い
る
の
は
、
家
業
の
創
始
者
で
あ
る
。

⑤
住
宅
の
所
在
場
所
名
を
言
う
家
号
＝
二
家
号

 
こ
の
類
の
家
号
は
比
較
的
少
な
い
。

⑥
嘉
名
・
佳
名
、
習
字
の
家
号
五
〇
家
号

 
「
亀
屋
」
「
柏
屋
」
な
ど
、
縁
起
の
よ
い
動
植
物
の
名
に
一
家
の
繁
栄
を
祈
る

心
を
託
し
た
家
号
、
ま
た
「
大
福
屋
」
「
富
屋
」
な
ど
と
願
望
を
端
的
に
言
っ

た
家
号
が
あ
る
。
な
お
、
貸
座
敷
や
料
理
屋
の
佳
名
家
号
も
こ
こ
に
数
え
た
。
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て
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
た

手
野
村
出
身
の
家
が
「
天
野
屋
」
、
綿
屋
が
「
和
多
屋
」
と
真
字
を
借
り
た
家

号
も
あ
る
。

⑦
福
神
の
名
を
言
う
家
号
四
家
号

 
え
び
す
 
 
 
え
び
す
 
 
 

え
び
す

 
「
蛭
子
屋
」
「
戎
屋
」
「
恵
比
須
屋
」
「
大
黒
屋
」

⑧
商
標
印
家
号
五
家
号

 
「
の
）
」
（
ま
る
八
）
「
矧
」
（
か
ね
ま
ん
）
な
ど
。

⑨
数
字
家
号
一
家
号
十
一
屋

 
こ
の
家
号
に
つ
い
て
は
コ
6
家
号
の
上
に
見
ら
れ
る
命
名
造
語
文
化
し
で

述
べ
て
い
る
。

⑩
家
格
・
役
職
を
言
う
家
号
二
家
号

 
ほ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
な
じ
ょ
う
や
 
 
 
 
お
ん
が

 
「
本
屋
」
は
本
家
で
あ
る
。
「
船
庄
屋
」
は
遠
賀
川
を
航
行
す
る
多
く
の

か
わ
ひ
ら
た

川
艦
 
（
石
炭
そ
の
他
を
運
ん
だ
船
）
に
采
配
を
振
っ
た
役
職
で
あ
る
。

⑪
命
名
の
由
来
未
詳
の
家
号
二
八
家
号

 
命
名
は
当
然
あ
る
根
拠
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
が
や
が
て
そ
れ
は
忘
れ
ら

れ
、
人
々
は
そ
の
名
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
家
の
名
と
し
て
口
に

す
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
商
業
社
会
の
家
号
語
彙
は
そ
の
社
会
の
成
立
事
情
を
見
せ
、

そ
の
社
会
を
形
成
し
て
い
る
人
々
の
生
活
心
情
を
見
せ
て
い
る
。
先
の
農
業
社

会
の
家
号
、
ま
た
漁
業
社
会
の
家
号
と
の
差
異
は
明
ら
か
で
あ
る
。

2
、
諸
地
域
の
家
号
語
彙

 
こ
こ
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
黒
地
の
家
号
語
彙
を
記
述
し
て
そ
れ
ら

を
比
較
し
、
地
域
的
特
色
、
地
域
差
な
ど
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
許
さ
れ

て
い
る
頁
枚
は
残
り
少
な
い
。
今
は
地
域
差
に
つ
い
て
わ
ず
か
の
こ
と
を
述
べ

る
。
こ
．
れ
ま
で
、
東
日
本
諸
地
の
農
村
の
家
号
語
彙
は
先
祖
名
家
号
を
主
と
し
、

西
日
本
黒
地
の
農
村
の
家
号
語
彙
は
居
住
場
所
を
言
う
家
号
を
主
と
す
る
と
考

え
る
一
方
、
そ
う
言
い
き
れ
な
い
状
況
も
諸
地
に
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い

る
。
今
後
、
海
岸
域
と
内
陸
域
、
あ
る
い
は
日
本
海
が
わ
と
太
平
洋
が
わ
と
い
っ

た
視
点
で
の
考
察
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

 
沖
縄
の
家
号
語
彙
と
本
土
域
の
家
号
語
彙
と
を
比
較
す
る
時
は
、
本
土
の
東

部
域
に
こ
と
に
多
く
見
ら
れ
る
先
祖
名
家
号
が
沖
縄
に
は
見
え
な
い
こ
と
に
注

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
に
が
み
 
 
な
き
じ
ん

目
さ
せ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
北
部
の
国
頭
郡
今
帰
仁
村
の
家
号
に
は
人
名
を

言
う
家
号
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
家
長
の
名
の
よ
う
で
あ
る
。
家
長
が
次

の
人
に
移
っ
た
時
、
前
家
長
の
名
を
言
う
家
号
が
続
く
か
否
か
は
た
し
か
め
て

い
な
い
。
沖
縄
で
は
分
家
家
号
の
命
名
が
本
家
家
号
を
基
盤
と
し
て
多
様
に
展

開
し
て
い
る
の
は
、
日
常
生
活
の
中
で
本
家
分
家
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
家
号
語
彙
の
地
域
的
特
色
、
地
域
差
の
研
 
 
綱

究
は
多
く
の
こ
と
が
今
後
に
残
っ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口

 
 
 
三
、
地
域
社
会
生
活
の
中
の
家
号

1
、
寺
小
屋
の
手
習
手
本
の
家
号

 
家
号
が
近
隣
社
会
内
の
日
常
の
呼
称
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
幼
い
時
に
そ
れ

を
学
ば
せ
習
得
さ
せ
た
社
会
も
あ
っ
た
。
山
口
幸
洋
氏
は
『
静
岡
県
史
民
俗
篇

二
（
遠
江
）
』
（
静
岡
県
、
一
九
九
一
）
に
「
寺
小
屋
な
ど
の
お
手
本
と
し
て
ム

ラ
内
の
イ
エ
ナ
を
列
挙
し
た
帳
面
は
各
地
に
残
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

私
は
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
祝
島
と
島
根
県
遍
摩
郡
仁
摩
町
宅
野
で
そ
れ
を
拝

見
し
た
。

 
祝
島
の
蛭
子
公
雄
氏
蔵
の
も
の
に
は
、
姓
四
、
家
号
百
二
十
五
、
男
性
名
誉

十
一
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
当
時
の
こ
の
島
の
家
々
の
呼
び
名
の
す
べ
て
で



あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
表
紙
が
な
く
て
こ
れ
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ

の
書
体
か
ら
は
江
戸
後
期
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
家
々
の
総
数
二
百
四

十
が
江
戸
後
期
の
『
防
長
風
土
注
進
案
』
中
の
「
家
数
武
百
六
拾
九
軒
」
と
さ

し
て
違
わ
な
い
こ
と
も
そ
れ
を
立
証
し
て
い
る
（
こ
の
手
習
い
手
本
が
蛭
子
家

に
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
に
教
示
し
た
の
は
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学

科
の
卒
業
生
武
田
三
千
代
氏
で
あ
る
）
。
一
方
、
島
根
県
整
髪
郡
仁
摩
町
宅
野

の
大
原
義
隆
家
で
は
百
二
十
五
家
号
を
記
し
た
手
習
帳
を
拝
見
し
た
。
こ
れ
に

は
「
明
治
八
年
忌
十
一
月
調
」
と
あ
り
、
最
後
に
は
子
供
の
筆
蹟
で
「
明
治
十

年
三
月
 
日
習
あ
け
た
 
大
原
由
五
郎
」
と
あ
っ
た
。
成
人
し
た
暁
に
は
近
隣

の
人
々
と
力
を
合
わ
せ
て
そ
の
社
会
を
形
成
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
人
々

に
、
早
く
か
ら
家
号
を
学
ば
せ
て
お
く
こ
と
は
、
文
字
教
育
を
か
ね
た
重
要
な

社
会
教
育
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

2
、
家
号
を
歌
う
遊
び
歌

 
一
九
八
二
年
八
月
に
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
吹
浦
を
訪
う
た
私
は
、
一
九
二

五
年
、
横
町
に
生
ま
れ
た
女
性
か
ら
「
カ
ー
ヘ
 
カ
ン
ゼ
ン
 
マ
ン
キ
チ
ッ

マ
ゴ
ソ
 
マ
ゴ
ジ
ョ
ロ
 
ニ
サ
ブ
ロ
 
チ
ョ
ー
ク
ロ
」
と
、
横
町
の
家
々
の
家

号
を
歌
っ
て
遊
ん
だ
と
い
う
思
い
出
話
を
聞
い
た
。
（
歌
の
右
傍
線
は
ア
ク
セ

ン
ト
の
高
音
部
で
あ
る
）
。
大
人
た
ち
が
し
き
り
に
口
に
す
る
家
々
の
名
は
子

供
た
ち
の
耳
に
も
親
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
一
九
三
九
年

生
ま
れ
の
女
性
は
こ
の
歌
を
知
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
に
は
も
は
や
口

に
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
家
号
を
歌
い
こ
ん
だ
も
の
が
子
供
あ
る

い
は
大
人
の
楽
し
み
の
歌
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
し
た
も
の
で
、
私
が
目
に
し

て
い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
。
神
奈
川
県
津
久
井
郡
三
ヶ
木
地
区
、
屋
号
の
数
え
歌
（
明
治
期
の
も
の
、

家
号
語
彙
研
究
の
構
想

 
 
昭
和
期
の
も
の
）
（
『
つ
く
い
町
の
屋
号
』
津
久
井
町
教
育
委
員
会
、
一
九

 
 
九
一
年
）

 
。
ヒ
コ
ナ
唄
 
静
岡
県
竜
洋
町
掛
戸
、
浜
名
郡
新
居
町
（
山
口
幸
洋
「
言
語

 
 
生
活
」
一
九
五
八
年
十
月
、
「
日
本
語
学
」
「
九
九
〇
年
九
月
）

 
・
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
（
旧
鰹
鳥
羽
村
）
の
家
号
を
詠
み
こ
ん
だ
羽
根
突
き

 
 
歌
（
木
村
恭
蔵
『
京
こ
と
ば
の
生
活
型
京
こ
と
ば
五
〇
〇
語
』
．
教
育
出
版

 
 
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
年
）

 
・
沖
縄
県
八
重
山
郡
与
那
国
町
 
屋
号
を
数
え
る
遊
び
（
『
宮
良
着
雪
全
集
』

 
 
1
5
、
第
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）

 
こ
れ
ら
の
中
に
は
子
供
た
ち
の
遊
び
歌
が
あ
り
、
ま
た
大
人
た
ち
が
た
わ
む

れ
に
口
に
し
て
楽
し
み
あ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
近
隣
社
会
内
の

家
号
は
人
々
の
注
目
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
に
見
え
て
い
る
。
調
査

を
深
め
広
げ
れ
ば
こ
れ
ら
は
こ
の
ほ
か
の
諸
地
で
も
得
ら
れ
、
こ
の
習
俗
も
全

国
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

3
、
今
日
の
地
域
社
会
生
活
の
中
の
家
号

 
今
日
の
地
域
社
会
生
活
の
中
で
、
家
号
が
日
常
に
人
々
の
口
に
の
ぼ
っ
て
い

る
社
会
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
下
地
に
あ
る
こ
と
も
社

会
的
な
事
実
で
あ
る
。
北
海
道
茅
部
郡
南
茅
部
町
尾
札
部
見
日
は
一
〇
一
世
帯
、

人
口
三
五
八
人
（
一
九
九
六
年
現
在
）
の
漁
業
社
会
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
私

の
訪
う
た
一
九
九
六
年
の
時
点
で
も
家
号
の
使
用
が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
っ

た
。
こ
こ
の
家
号
は
家
印
家
号
で
あ
る
が
、
人
々
は
あ
る
個
人
を
話
題
に
の
ぼ

す
時
も
呼
び
か
け
の
時
も
「
マ
ル
ヤ
マ
ノ
 
ト
ー
サ
ン
」
（
①
の
ご
主
人
さ
ん
）
、

「
ヤ
マ
シ
ョ
ー
ノ
 
カ
ー
サ
ン
」
（
全
の
奥
さ
ん
）
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
た
。
盆
、

暮
、
ま
た
慶
弔
時
に
贈
る
金
品
に
は
こ
の
家
彫
家
号
と
姓
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
墓
石
の
台
石
に
は
家
紋
、
そ
の
前
の
花
立
台
に
は
影
印
家
号
が
記
さ
れ
て

い
る
。

 
姓
を
呼
ば
ず
家
号
で
呼
び
合
う
習
俗
が
今
も
残
っ
て
い
る
の
は
、
家
々
の
移

動
が
比
較
的
少
な
く
、
都
市
化
の
ゆ
る
や
か
な
社
会
で
あ
る
。
家
号
で
呼
び
合

う
心
理
に
つ
い
て
、
富
山
県
小
矢
部
市
水
島
の
公
民
館
長
は
「
そ
の
方
が
親
し

み
を
感
じ
る
」
と
語
っ
た
。
そ
の
公
民
館
の
発
行
し
た
、
家
号
入
り
、
家
族
名

入
り
の
地
区
電
話
帳
に
は
「
水
島
ふ
れ
あ
い
ペ
ー
ジ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 
今
日
、
電
話
帳
は
N
T
T
発
行
の
も
の
が
全
国
的
に
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別

に
、
町
や
村
、
あ
る
い
は
市
の
一
地
区
が
家
号
入
り
の
電
話
帳
を
持
っ
て
い
る

所
は
、
私
の
知
る
だ
け
で
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
べ

 
・
北
海
道
茅
部
郡
鹿
部
町
（
町
役
場
、
九
四
年
）

 
・
北
海
道
茅
部
郡
南
茅
部
町
（
南
茅
部
商
工
会
、
九
七
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
み
づ
き

 
・
」
北
海
道
亀
田
郡
大
野
町
文
月
地
区
（
町
内
会
、
九
四
年
）

 
・
岩
手
県
遠
野
市
（
農
業
協
同
組
合
、
八
九
年
）
（
有
線
放
送
）

 
・
新
潟
県
糸
魚
川
市
早
川
地
区
（
農
業
共
同
組
合
、
九
四
年
）

 
・
水
島
ふ
れ
あ
い
ペ
ー
ジ
（
富
山
県
小
矢
部
市
水
島
公
民
館
、
九
六
年
）

 
 
 
 
 
お
に
ゆ
う

 
。
福
井
県
遠
敷
郡
上
中
町
（
町
役
場
、
八
八
年
）

 
。
福
井
県
三
方
郡
三
方
町
（
農
業
協
同
組
合
、
七
八
年
）
（
有
線
放
送
）

 
・
島
根
県
の
諸
町
村
（
町
役
場
・
農
協
・
商
工
会
・
中
国
出
版
等
。
数
年
ご

 
 
と
に
出
て
い
る
）

 
こ
の
よ
う
に
家
号
入
り
の
電
話
帳
が
心
地
に
あ
っ
て
、
家
号
が
今
日
の
社
会

生
活
に
も
有
用
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

 
家
号
を
集
録
し
た
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
電
話
帳
の
ほ
か
に
町
村
史

（
誌
）
の
中
に
記
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
次
に
記
す
よ
う
に
家
号
集
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
し

 
・
『
熊
石
町
の
屋
号
』
 
北
海
道
爾
志
郡
熊
石
町
青
年
団
体
協
議
会
、
八
九

 
 
年

 
・
『
ふ
じ
さ
わ
屋
号
の
由
来
』
 
長
野
県
飯
山
市
藤
沢
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り

 
 
委
員
会
、
九
五
年

越
・
『
つ
く
い
町
の
屋
号
』
 
神
奈
川
県
津
久
井
津
津
久
井
町
教
育
委
員
会
、

 
 
九
一
年

 
。
『
ふ
じ
乃
町
の
地
名
付
屋
号
』
 
神
奈
川
県
津
久
井
郡
藤
野
町
教
育
委
員

 
 
会
、
七
九
年

 
・
『
中
川
根
の
屋
号
』
 
静
岡
県
榛
原
郡
中
川
根
町
町
史
研
究
会
、
八
七
年

 
・
『
御
前
崎
の
通
り
名
・
家
紋
・
や
き
ば
ん
』
 
松
林
久
蔵
（
静
岡
県
榛
原

 
 
郡
御
前
崎
町
）
八
七
年

 
こ
れ
ら
の
家
号
集
に
は
、
次
第
に
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
家
号
を
、
庶

民
生
活
の
文
化
遺
産
と
し
て
書
き
残
し
て
お
く
と
い
っ
た
趣
旨
の
序
文
の
添
え

ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
『
つ
く
い
町
の
屋
号
』
に
は
「
こ
の
た
び
町

内
各
村
落
の
往
時
の
様
子
を
知
る
一
助
と
し
て
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
屋
号
を
と

り
あ
げ
…
」
と
発
刊
の
辞
が
述
べ
ら
れ
「
先
人
た
ち
が
隣
人
愛
や
人
と
人
と
の

関
係
を
大
切
に
し
て
き
た
歴
史
の
一
片
を
こ
の
屋
号
編
か
ら
お
く
み
取
り
い
た

だ
け
れ
ば
…
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

 
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
隣
社
会
生
活
の
中
で
家
号
は
尊
重
さ
れ
、
あ
る

い
は
楽
し
ま
れ
て
も
き
た
が
、
こ
の
一
方
に
家
号
の
な
い
社
会
、
あ
る
い
は
忘

れ
去
ら
れ
て
い
る
社
会
も
あ
っ
て
、
日
本
全
土
を
見
渡
す
時
に
は
そ
の
様
相
は

単
純
で
な
い
。
今
後
、
考
察
を
広
め
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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お
わ
り
に

 
私
の
家
号
研
究
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
家
号
が
日
本
の
庶
民
の
”
家
”
意
識

を
ど
の
よ
う
に
映
し
て
い
る
か
、
ま
た
庶
民
の
形
成
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
の
社

会
を
ど
の
よ
う
に
映
し
分
け
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
が
日
常
の
家
呼
称
と
し
て
人
々
の
口
に
の
ぼ
り
、
と
き
に
学
ば
れ
、
ま
た

楽
し
ま
れ
て
も
来
た
状
況
に
も
注
目
し
て
、
人
々
の
家
号
観
を
考
察
す
る
。
そ

の
一
方
に
、
家
号
を
庶
民
の
手
造
り
の
言
語
文
化
と
見
る
視
点
か
ら
、
そ
の
命

名
・
造
語
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
小
稿
は
そ
の
よ
う
な
願
い
で
草
し

た
が
、
今
後
の
充
実
を
期
し
た
い
。

 
 
 
注

（
1
）
a
「
山
陰
西
海
諸
島
の
家
称
語
彙
」
（
梅
光
女
学
院
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」

 
 
 
第
1
1
号
 
一
九
七
五
）

 
 
b
「
屋
号
語
彙
」
（
『
長
門
市
史
 
民
俗
編
』
長
門
市
 
一
九
七
九
）

 
 
C
「
日
本
海
中
国
島
懊
の
屋
号
語
彙
」
（
「
言
語
生
活
」
1
2
月
号
 
筑
摩
書

 
 
．
房
 
一
九
八
こ

 
 
d
「
島
根
県
隠
岐
郡
五
箇
村
大
字
郡
の
屋
号
語
彙
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」

 
 
 
第
1
9
号
 
一
九
八
三
）

 
 
e
「
イ
ナ
カ
（
田
舎
）
の
門
名
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
屋
号
1
下
関
市
安
岡
地

 
 
 
区
の
ば
あ
い
l
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
0
号
 
一
九
八
四
）

 
 
f
「
島
根
県
隠
岐
郡
五
箇
村
大
字
郡
の
分
家
屋
号
」
（
広
島
方
言
研
究
所
『
方

 
 
 
言
研
究
年
報
』
通
巻
2
6
 
和
泉
書
院
 
一
九
八
四
）

 
 
9
「
家
の
呼
び
名
-
福
岡
市
志
賀
島
大
字
志
賀
の
ば
あ
い
一
」
（
「
西
日
本

 
 
 
文
化
」
盟
 
西
日
本
文
化
協
会
 
一
九
八
五
）

 
 
h
「
家
号
1
門
名
・
屋
号
l
」
（
『
下
関
市
史
民
俗
編
』
 
下
関
市
 
一
九

家
号
語
彙
研
究
の
構
想

 
 
九
二
）

 
 
i
「
家
号
語
彙
の
研
究
一
島
根
県
遡
摩
郡
仁
摩
町
大
字
宅
野
町
の
家
号
語

 
 
彙
一
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
8
号
 
一
九
九
二
）

 
 
一
「
山
口
県
阿
武
郡
須
佐
町
社
会
の
場
所
・
家
・
人
の
呼
称
」
（
「
地
域
文

 
 
化
研
究
所
紀
要
」
8
 
梅
光
女
学
院
大
学
 
一
九
九
三
）

 
 
k
「
長
崎
県
壱
岐
郡
郷
ノ
浦
町
本
居
の
家
呼
称
と
隣
人
呼
称
」
（
「
地
域
文

 
 
化
研
究
所
紀
要
」
9
 
梅
光
女
学
院
大
学
 
一
九
九
四
）

 
 
1
『
山
口
県
の
家
名
贈
名
屋
号
』
（
山
口
県
民
俗
部
会
報
告
書
第
2
号
 
山

 
 
 
口
県
企
画
部
県
史
編
さ
ん
室
 
一
九
九
五
）

 
 
m
「
山
口
県
の
家
号
」
（
「
山
口
県
史
研
究
」
第
4
号
 
山
口
県
史
編
さ
ん

 
 
室
 
一
九
九
六
）

 
 
n
「
北
海
道
渡
島
半
島
諸
地
の
家
印
屋
号
（
そ
の
一
）
一
茅
部
郡
南
茅
部

 
 
上
尾
札
部
見
日
の
家
塾
屋
号
l
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
3
2
号
 
一
九

 
 
九
七
）

（
2
）
「
日
本
文
学
研
究
」
第
！
8
号
 
一
九
八
二

（
3
）
広
島
方
言
研
究
所
編
『
方
言
研
究
年
報
』
通
巻
第
2
8
巻
 
和
泉
書
院
 
一

 
九
八
五

（
4
）
広
島
方
言
研
究
所
編
『
方
言
研
究
年
報
』
通
巻
第
2
9
巻
 
和
泉
書
院
 
一

 
 
九
八
七

（
5
）
西
日
本
新
聞
（
一
五
回
 
一
九
八
七
）
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